
虫歯より深刻「酸蝕症」

　虫歯、歯周病に次ぐ第3の歯の疾患とし
て、近年、酸蝕症（さんしょくしょう）が
問題になっています。 

　酸蝕症は、ワイン、
炭酸飲料、栄養ドリン
ク、かんきつ類、ド
レッシング――酸性度
の高い飲食物が原因で
歯が溶ける病気のこと
を言います。 

　歯は、強い酸に長い
時間、または繰り返し
触れていると、唾液の
中和作用が間に合わな
くなり、歯の表面のエ
ナメル質が溶け、薄く
なったり軟らかくなったりするのです。 

　歯の表面のエナメル質が溶けると、下の
象牙質がむき出しになり、歯が染みたり、
もろくなって欠けたりすることもありま
す。 
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エナメル質が薄くなるにつれて、色
の濃い象牙質が透けて見え、歯全体
が黄ばんで見えてしまいます。

歯の先端部分がひび割れたり、歯が
縮んだ（溶けた）ように見えます

進行すると、奥歯に凹みが現れること
があります。また、詰め物が浮いた
り、外れたりすることもあります。


